
受講料 10,000円
※コンソーシアム会員は5,000円（人数制限なし）

定 員 30名（定員になり次第締切）

会 場 大阪府立大学 I-siteなんば C1
地下鉄「大国町」駅下車、徒歩約7分

スケジュール
13:30～13:35 ご挨拶

増田 昇（大阪府立大学 名誉教授 植物工場研究センター長)

13:35～14:25 “工場野菜”を“大衆野菜”へ
島田 悠平（株式会社 木田屋商店 アグリ事業部）

植物工場事業に参入して6年目となりました。より多くのユーザーへ使用してもらうため、日々、生産工程を見直しコスト

改善に取り組んで参りました。これまでの技術開発の結集である第2工場の取り組みについてご紹介させていただきます。

14:25～15:15 これからの植物工場野菜の流通販売戦略
阪下 利久（オイシックス・ラ・大地株式会社 戦略調達セクション）

植物工場は環境をコントロールすることにより、出荷を安定させることができるが、これはバリューチェーン全体をコン

トロールできるということである。そこで今後どのような動きが出てきそうかを議論していきたい。

15:15～15:30 ＜休憩＞

15:30～16:20 野菜実需者から見た工場野菜生産・販売の着眼点
有井 雅幸（デリカフーズ株式会社 東京事業所 品質管理室 室長）

高度に制御された植物工場の野菜が最も期待される優位性ポイントは、①季節に影響を受けず、異常気象でも対応できる

計画的安定生産・供給 ②栄養・機能性成分含有率の高（低）管理された付加価値野菜の生産・供給 である。

16:20～16:25 ＜セッティング＞

16:25～17:25 パネルディスカッション

コーディネーター：増田 昇
パネラー：大山 克己（大阪府立大学 植物工場研究センター特認准教授）

島田 悠平、阪下 利久、有井 雅幸

お申し込み・ 大阪府立大学 植物工場研究センター事務局
お問い合わせ先 http://www.plant-factory.osakafu-u.ac.jp        072(254)9409

第2回 PFCセミナーⅢ

生産・流通・消費の観点からみた

植物工場の可能性
2019年

1/23 水

13：30～17：25

大阪府立大学 植物工場研究センターコンソーシアム 人材育成セミナー


